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S H I N O R O  T O W N  N A V I G A T I O N 

篠路駅周辺地区の 
まちづくりを伝える 

ニュースレター 

篠路駅周辺地区では、鉄道高架事業や土地区画整理事業など社
会基盤整備が進んでいます。これを契機とし、地域交流拠点にふ
さわしいまちづくりを進めるため、令和２年度より検討を始め
て、令和5年２月に「篠路駅周辺地区まちづくり計画」を策定い
たしました！ 

まちづくり計画 を策定いたしました！ 
 

まちづくり計画のほか、これまでのまちづくりや、
地域協議会・検討委員会開催の情報についてはこち
らの二次元バーコードからもご覧いただけます！ 

篠路駅周辺 まちづくり 検索 

 

篠路駅周辺地区 

◀篠路駅周辺地区まちづくり計画（左：本書 右：概要版） 

目的 

東口駅前や低未利用の
市有地の活用や、地域主
体のまちづくり活動の
方向性・展開を示す 

構成 
  計画策定の背景 
計画策定の背景
や位置づけ、検
討の過程など 

 まちづくりの現状 
地域の特性やま
ちづくりに必要
な視点など 

 基本方針 
基本理念や将来
像、目指す方向
性など 

 実現に向けた展開 
土地利用や地域
主体のまちづく
り活動の考え方
など 

地域の方々を中心に構成した「地域協議会」と、有識者や地元企業を中心に構成した「検討委員会」
でご意見を頂きながら内容を検討しました。また、検討を踏まえ作成した計画案について「パブリック
コメント」を実施して、広く市民の方々からご意見を頂きました。 

 地域協議会 検討委員会 主な議題 

令和２年度 第１回 （9月） 第１回 （10月） 現況やまちの方向性 

令和３年度 
第２回 （10月） 第２回 （10月） 重点エリアの方向性 
第３回 （1月） 第３回 （1月） まちづくりの展開 

令和4年度 

第４回 （6月） 第４回 （6月） まちづくり計画 
(素案)の確認 

第５回 （10月）  
まちづくり計画 
（案）の最終確認 

パブリックコメント 
11月15日(火)～12月14日(水) 

 第５回 （1月） 

まちづくり計画策定（2月） 
 

パブリックコメント 
とは？  

計画案への意見等を広く
募集し、寄せられた意見等
を考慮して計画を策定す
るとともに、その意見等に
対する考え方等を公表す
る手続です。 



 

お問い合わせ先 札幌市まちづくり政策局都市計画部事業推進課 担当：金野・平・吉原 
〒060-8611 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所本庁舎４階 
TEL 011-211-2706   FAX 011-218-5113 
MAIL  jigyousuishin-kei@city.sapporo.jp 

メールアドレスは上記二次元バーコードから読み取れます↑ 

さっぽろ市 
02-B03-22-1307 

R4-2-926 

地域主体のまちづくり活動 は継続中！ 

 ❶まちづくり計画について まちづくり計画（案）及びパブリックコメントの実施結果につい
てご報告しました。 

❷地域主体のまちづくり 
活動について 

篠路駅前に広場をつくる社会実験「シノロリビングVol.2」や、
SHINORO open!meeting（下記参照）についてご報告しました。 

❸今後のまちづくり活動の 
展開について 

まちづくり計画策定後の展開へのご意見やこれまでの検討委員会
を踏まえたご感想などを頂きました。 
 

第５回 検討委員会の概要 
 

【日時】1月18日（水）19時00分～20時30分 
【場所】篠路コミュニティセンター １階ホール 【出席】委員７名 

 主なご意見（抜粋） 

篠路駅周辺地区まちづくり計画第５回検討委員会を１月１８日に開催しました。概要は以下のとおりで
す。当日の資料や議事要旨は札幌市公式ホームページに公開しております。 

第 5回検討委員会 を開催いたしました！ 
 

札幌市は、策定した「篠路駅周辺地区まちづくり計画」の実現に向けて、地域主体のまちづくり活
動と連携しながら必要な支援を検討していきます。 

地域の方と議論する場、共
有する場を設け意見を取り
入れていくことが大事！ 

篠路のまちづくりについて 
情報発信してほしい！ 

シノロリビングなどでできた
多世代のコミュニティの継続

が大事！ 

まちづくりはこれからが大事。
地域の核として地域協議会メン
バーが重要。行政支援も大切！ 

他地区と同じ画一的な空
間ではなく、地域住民が
誇れる駅前空間をつくれ

ると良い！ 

地域の活動を育んでいける
環境を構築できるとよい！ 

意見を取組に繋げるに
は、企業などと連携する

パイプ役も必要！ 

シノロリビングは、
地域の方の出店がも
っとできるとよい。 

小さなことから行って、ハー
ドルを感じず参加してもらう

雰囲気も重要！ 

＼鈴木委員長より／ 

SNSなどを活用し、 
次世代を担う方が 
参加してほしい！ 

地域が主体になって
いくと良い！ 

今後のまちづくりに 
＼ 向けて一言！ ／ 

まちづくり計画策定後の地域の活動について、地域協議会や検討委員会から、活動について話し合え
る場を継続することや、若い世代が入るべき、行政がサポートすべきといったご意見を頂きました。 

こうした経緯を踏まえて、地域協議会委員やシノロリビングの参加者を中心とした有志による話し合
いの場「SHINORO open!meeting」を、令和4年12月、令和5年2月の計２回、開催しました。 


